
コンクリート２次製品用強度混和剤 

SILICA FUME 
 

   シリカフュームはシリコンやぺロシリコンなど珪素合金を電気炉から製造する際、排出ガスに混ぜて浮揚して発生

する超微粒子をいう。珪素合金製造のための原料としては珪石、石炭、鉄を電気炉に投入して約 2,000℃の高温

でペロシリコンを製造する過程で中間生成物である SiOがガス化し、これが空気によって酸化して SiO2 になり、

再び凝縮して 超微粒子になる。 

物理的特性 

区分 DENSIFIED UNDENSIFIED 

密度 500～700㎏/  150～350㎏/  

比重 2.2±0.2(20℃) 2.2±0.2(20℃) 

減熱減量 3.45% 以下 

粉末度 約 150,000～300,000 /g (B.E.T.測定法) 

形状 90% 以上が球形で構成 

粒径 1  以下 

単位容積重

量 
250～300㎏/  

主成分 シリコン(Si成分 85% 以上) 

 

 科学的特性 

区分 SiO2 Al2O3 Fe2O3 CaO MgO Na2O K2O SO3 lg.Loss 

基準値 85～95 1.5以下 3.0以下 0.7以下 2.0以下 - - 0.2以下 3以下 

 

 シリカ フュームを混入して固まらないコンクリートの性質 

 スランプ維持のために必要な単位数量はシリカフュームの増加によってほとんど扇形的に増加する。 

 シリカ フュームは比 表 面 積 がとても大 きく微分炭素を含有しているから混合率が増加することよって AE剤の

使用量も増加させなければならない。 

コンクリートにシリカフュームを混合するとコンクリートの流動学的特性が変化してブリーディングと材料分離が

減少する

 

 シリカフュームを混入し硬化したコンクリートの性質 

 シリカフュームは主成分はSiO2で Ca(OH)2と反応して C-S-Hを生成し、フライアッシュなど他のホゾランと違って

煙草の煙のような程度の超微粒粉末だから早期材齢からホゾラン反応が発生 

 シリカ フュームの混合率が増加するに従ってコンクリートの圧縮強度は増加するが、一般的に広く使われる混合

率は 5～15%程度である。 

 シリカフュームをコンクリートに混合すると水化熱を低減させ、強度の発現は著しく、水密製、化学抵抗性及び耐

久性を向上させることができ、高強度及び高耐久性のコンクリート製造に効果的である。 

 また、材料分離とブラディングが減少され、水中コンクリート用に適している。  

 セメントの一部を少量のシリカフュームで代替して(例えば 3～4㎏ 1㎏のセメ

強度を

ントをシリカフュームで代替可能)

維持することができるが、シリカフュームは高価だが圧縮強度約700㎏f/cm2 以上の高強度コンクリート

を製造する場合、高耐久性の緻密なコンクリートを製造する場合に使用すると経済的である。 
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